
〇留学、研究、奨学に関する支援事業一覧 （2025年１月現在）

〇国（文化庁）

市町村、
文化施設

公益法人
等

文化団体
等

× × 〇
若手芸術家等が海外の芸術団体、劇場等で実践的な研修
等に従事する機会を提供

若手芸術家等
研修等を行う際の渡航
費・滞在費を支援

事務局へ直接申請 ７月ころ
国（文化庁）
https://www.bunka.go.jp/i
ndex.html

〇（公財）明治安田クオリティオブライフ文化財団

市町村、
文化施設

公益法人
等

文化団体
等

× × 〇 若手音楽家の海外、特に欧米への留学費用を助成
声楽、器楽を専攻し海外
留学を希望する若手音楽
家

年額200万円
財団へ直接提出
※2人からの推薦が必
要

１～４月

（公財）明治安田生命クオ
リティオブライフ文化財団
https://www.meijiyasuda-
qol-bunka.or.jp/

募集時期等 問い合わせ先

海外音楽研修生費用助成

事業名

支援の対象となるもの

事業内容または対象となる事業 実施主体 助成額 手続き

募集時期等 問い合わせ先

新進芸術家海外研修制度

事業名

支援の対象となるもの

事業内容または対象となる事業 実施主体 助成額 手続き



〇（公財）アフィニス文化財団

市町村、
文化施設

公益法人
等

文化団体
等

× 〇 〇
〇楽団員の海外研修（６か月または1年）に対する助成
〇所属楽団員に対する奨励金

研修員本人：
 300万円（１年）
 150万円（６か月）
所属楽団：
 50万円（１年）
 25万円（６か月）

８月※応募締切

〇（公財）かけはし芸術文化振興財団

市町村、
文化施設

公益法人
等

文化団体
等

〇 〇 〇

〇国内における電子技術を応用したコンサート
〇電子技術や電子機器を活用した音楽の普及及び振興を
目的とした講演会、シンポジウム、セミナー等
〇電子技術を活用した音楽表現法、音楽教育方法に関す
る調査・研究
〇電子技術を活用した国内演奏家の海外公演、海外演奏

助成対象となる活動を行
う団体及び個人

10万円～200万円
財団へ直接申請
※第三者の推薦状が必
要

× × 〇

〇音楽系の学校における電子楽器関連の学科・コースに
在籍または入学予定者
〇電子技術を活用した音楽系の研究をしている学生
〇電子楽器を本格的に勉強している学生

音楽的能力が高く、奨学
金給付にふさわしい成績
を有している者

月10万円以内
財団へ直接申請
※在籍する学校の推薦
状が必要

募集時期等 問い合わせ先

音楽活動・国際交流・研究等への助成
募集

１月※応募締切

（公財）かけはし芸術文化
振興財団
https://www.kakehashi-
foundation.jp/

奨学生募集

事業名

支援の対象となるもの

事業内容または対象となる事業 実施主体 助成額 手続き

募集時期等 問い合わせ先

国内のプロ・オーケスト
ラ

財団へ直接申請

（公財）アフィニス文化財
団
https://www.affinis.or.jp/i
ndex.html

海外研修助成

事業名

支援の対象となるもの

事業内容または対象となる事業 実施主体 助成額 手続き



〇（公財）鹿島美術財団

市町村、
文化施設

公益法人
等

文化団体
等

〇絵画等に関する調査研究
〇美術史に関する調査研究
〇美術館学（保存、修復、維持等）に関する調査研究

上限150万円
財団へ直接申請
※推薦が必要

６～７月

美術の振興に寄与する著作の出版

出版援助：
平均110万円～150万
円
出版援助インターミ
ディエイト：
300万円＋400万円
（審査あり）

５月※応募締切

〇（一財）ヤマハ音楽振興会

市町村、
文化施設

公益法人
等

文化団体
等

× × 〇
優れた音楽能力を有し、将来音楽界の第一線で活躍が期
待できる学生への支援

13歳以上25歳以下の音
楽学習者

月額20万円
（返済不要）

財団へ直接申請 11～12月
（一財）ヤマハ音楽振興会
https://www.yamaha-
mf.or.jp/

〇（公財）ローム ミュージックファンデーション

市町村、
文化施設

公益法人
等

文化団体
等

× × 〇 音楽を専攻する学生に対する奨学金の給付
国内外の教育機関で音楽
を学ぶ者

月額30万円
（返済不要）

９月※応募締切

問い合わせ先

財団へ直接申請

（公財）ローム ミュー
ジックファンデーション
https://micro.rohm.com/jp
/rmf/

奨学生の募集

手続き 募集時期等 問い合わせ先

音楽奨学支援

事業名

支援の対象となるもの

事業内容または対象となる事業 実施主体 助成額 手続き

事業名

支援の対象となるもの

事業内容または対象となる事業 実施主体 助成額

募集時期等

募集時期等 問い合わせ先

美術に関する調査研究助成

所属の如何を問わず個人

美術史、芸術学もしく
は、それに相当する専門
領域の大学院博士後期課
程在籍者以上の学歴及び
業績を有するか、それに
相当する研究歴及び業績
を有するもの

（公財）鹿島美術財団
https://www.kajima-
fa.or.jp/

美術に関する出版援助
財団へ直接申請

事業名

支援の対象となるもの

事業内容または対象となる事業 実施主体 助成額 手続き


